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9月の展望

　21年3月期の第1四半期(4～6月)決算発表が
一巡した。東証1部の4～6月期営業利益は前年
同期比53％減と大幅減益になった(4、5ページ
参照)が、株式市場は大きく崩れることはなかっ
た。7月の米国や中国の経済指標は市場予想を上
回る内容が散見され、年度後半に向けた経済活動
の再開に伴う業績の持ち直しが期待される。
　株式市場の足元の物色対象は、新型肺炎に対応
する医薬品や情報通信などの業種に偏っている。
米国の実質金利がマイナスの間は、成長株優位の
展開が今後も継続する可能性は高い。ただ、決算
発表が一巡した中では、業績改善期待の強い景気
敏感株にも物色対象の幅が広がると考える。
　なお、経済産業省と東京証券取引所は｢デジタ
ルトランスフォーメーション(DX)銘柄2020」
を発表(8/25付)。デジタル技術を活用して事業
や組織、業務を変革させて新たな成長や競争力強
化につなげる35社を選定した。DXは事業の裾野
が広いとみられ、IT関連株を意識したい。

(8/26 田部井)

年度後半の業績の持ち直しに期待年度後半の業績の持ち直しに期待

景気敏感株とDX関連株に物色対象を広げる 8月の銘柄・業種別騰落率（7/31→8/24）



銘柄
スクリーニング
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◇今期予想配当利回り3.0％以上、減益幅4割超を除く
・不透明要因が多いため、今期配当予想を発表した銘柄が対象
（選択条件）
・東証1部上場、今通期利益計画と配当予定を発表済みの企業。今期予想配当利回り3.0％以上、経常利益（未発表なら
当期純利益）が前期比40％減以上、黒字転換を含む。金融株（銀行、損保、生保、その他金融）が多いため、11銘柄
を表示せず。売買代金25日平均6億円以上の銘柄から選択。

好配当利回り銘柄好配当利回り銘柄
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4～6月期決算集計4～6月期決算集計

　21.3期1Q決算が出揃った。東証1部3月決算企業は銘柄数で99.2％、時価総額ベースで99.9％が
開示された(8月18日時点)。
　21.3期1Qは売上高が前年同期比19％減、営業利益が同53％減。20.3期1Qの米中貿易摩擦激化
の影響による営業減益に続き、今回は新型コロナウイルスの感染拡大による経済活動の停滞の影響を
受けた(図表1)。製造業と非製造業では、製造業は売上高が同25％減、営業利益が同77％減、非製
造業はそれぞれ同8％減、同21％減。
　なお、12月期決算企業の2Q(4～6月)は売上高が同18％減、営業利益が同48％減。

　業種別で営業増益の業種は、その他製品、医薬品、食料品、電気・ガス、情報・通信。
一方、営業赤字となったのは、輸送用機器、陸運、鉄鋼、石油石炭製品など(図表2)。
　
　輸送用機器は、トヨタが前年同期比98％減ながらも営業黒字を確保したが、日産は1,539億円の
赤字、ホンダは1,136億円の赤字。陸運はJR東日本の営業赤字が1,783億円、JR西日本は942億円、
JR東海は836億円など。

特　集
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　精密機器は医療機器関連の企業が属して
おり、底堅い業績の場合が多いが、今1Q
はデジカメを手掛けるニコンの影響が大き
い。
　小売は百貨店などが苦戦する一方、スー
パーやドラッグストアの堅調で相殺される
形で6％営業減益に留まった。
　
　営業増益のその他製品は任天堂の前年同
期比428％増(1,173億円)で説明がつく。
食料品は味の素や日清食品HDなどが同様
に巣ごもり消費の恩恵を受けた。
医薬品は武田薬品の会計上のテクニカルな
要因が大きいが、抗がん剤が好調であった
小野薬品とエーザイなどがけん引。
　情報・通信はまちまちの状況だが、各通
信キャリアが前年同期に実施した顧客獲得
のための販管費が減少した影響が大きくプ
ラスを維持した。

　21.3期に営業最高益を計画している企業を抽出した。
条件は、会社計画を開示しているTOPIX500採用企業。25社が該当した。

（高橋）



ⅠPO
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マザーズ人気、直近IPOも好調マザーズ人気、直近IPOも好調
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米大統領候補の討論会始まる米大統領候補の討論会始まる９月の
スケジュール


